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２-２．普天間飛行場の跡地を考える若手の会、地権者への取組み 

取組み方針①：若手の会の組織強化を目指し、会員の人材育成を行うとともに有識者

検討会議に対して、会としての考えを取りまとめ発信する。 

取組み方針②：現時点における地主会未加入者も含めた地権者の大まかな土地活用意

向を把握する。 

取組み方針③：地権者に対し、中間取りまとめ以降の検討内容に関する情報提供と知

識の習得、跡地利用計画に対する興味・関心を促す。 

 

（１）若手の会の定例会活動支援 

１）取組み概要 

昨年度の定例会において決定した今年度の検討テーマである「都市基盤の整備と地権者の
協働」について検討を行った。 
検討を進めていく中で、これからのまちづくりを考える上でSDGｓ（持続的な開発目標）

を念頭に検討を進めるべきであるという若手の会の意見を踏まえ、ＳＤＧｓに定める目標・
考え方との整合性にも留意して定例会で取りまとめを行った。 
なお、定例会の検討状況に関しては、昨年度に引き続きニュースレターとして若手の会会

員に対して情報発信を行った。（令和３年11月 vol.３発行。令和４年３月 vol.４発行） 
 
２）取組みスケジュール 

No 開催日 議題 

１ ６ 月 ８ 日 
・国の施策や先進事例から学ぶ都市基盤のあり方 
・先進地視察会のテーマについて 

２ ７月 13 日 
・道路・公共交通のあり方について 
・土地活用意向調査について 

３ ８月 10 日 
・緑地のあり方について 
・先進地視察会について 

４ ９月 14 日 
・供給処理・情報通信基盤（スマートシティ）のあり方について 
・視察受入先に対する質問事項について 

５ 10 月 12 日 ・都市基盤の整備・活用とSDGｓ、地権者の関わり方について 
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No 開催日 議題 

６ 11 月 9 日 ・都市基盤の整備・活用とSDGｓ、地権者の関わり方について 

７ 12 月 14 日 ・都市基盤の整備と地権者の協働に対する若手の会の考え 

８ １月 11 日 ・都市基盤の整備と地権者の協働に対する若手の会の考え 

９ ２ 月 8 日 
・都市基盤の整備と地権者の協働に対する若手の会の考え 
・次年度の検討テーマについて 

10 ３ 月 8 日 ・今年度を振り返って 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

写真：定例会の様子① 写真：定例会の様子② 
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３）都市基盤の整備と地権者の協働に対する若手の会の考え 
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４）若手の会ニュースレター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図：ニュースレターvol.３（P1～2）  
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図：ニュースレターvol.３（P3）  
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図：ニュースレターvol.４（P1～2）  
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図：ニュースレターvol.４（P3～4）  



13 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図：ニュースレターvol.４（P5）  
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６）取組み成果と今後の課題 

【取組み成果】 

●若手の会の考える「都市基盤の整備と地権者の協働」について 
・「全体計画の中間取りまとめ」との関連性、ＳＤＧｓに定める目標・考え方との整合性
にも留意しながら、若手の会としての考えを取りまとめることができた。 

●新規会員の獲得について 
・今年度も主にオンライン会議での定例会開催であったが、新規会員が３名定例会に参加
し、比較的高い参加率であった。 

●若手の会の活動内容周知について 
・新規会員に対し、昨年度作成したパンフレットを配布することで、若手の会の最新検討
内容を周知した。 

●定例会に参加できなかったメンバーへの情報共有について 
・昨年度と同様、数か月分の検討内容についてニュースレター形式で若手の会会員全員に
対して発行し、定例会での議論内容等について分かりやすく情報を共有する事ができた。 
 

【今後の課題】 

●会員の掘り起こし 
・オンライン会議での意見交換に会員がある程度慣れ、昨年度よりも定例会がスムーズに
進むようになってきたが、オンライン会議での開催のために参加しなくなった方も一定
数存在する。今後も引き続き、既存・新規を問わず会員の掘り起こしを行い、定例会の
参加人数を増やすとともに次世代に繋いでいくための取組みについて、継続して検討す
る必要がある。 

●次世代に繋いでいくための取組み 
・今後の若手の会の定例会の持ち方、過去に若手の会会員であった方の習得されている知
識をどう継承していくかなど、若手の会の活動を次世代に繋げていくための取組み内容
について若手の会として検討を進めていく必要がある。 

●地主会との連携強化 
・将来的に地権者の意向を取りまとめていくにあたり、地主会との連携をより強化し、跡
地利用計画に対する共通認識を持った上で意向醸成活動を進めていく必要がある。 
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（２）土地活用意向調査の実施・集計 

１）取組みのポイント 

現時点における地権者の土地活用に関する大まかな意向を把握する事を目的として、アン
ケート調査を実施した。実施するにあたっては地主会未加入者も対象とし、広く地権者の意
向を把握する。また、アンケート調査票については分かりやすく、回答しやすい工夫を行う
とともに、webによる回答も併用して実施することで回収率を上げるための工夫を行った。 
 

２）実施概要 

（調査対象） 
・普天間飛行場の全地権者（海外在住者などを除く） 

 
（実施時期） 
・配  布：令和３年11月 30日発送 
・回収期限：令和３年12月 27日（消印有効） 

 
（配布・回収方法） 
・郵送による配布回収 
・回答はwebでも可とした。 

回答方法 回答数 構成比 

WEB回答 162 15.7% 

ハガキ回答 871 84.3% 

合計 1,033 100.0% 

 
（回収率） 

配布数 回収数 回収率 

3,721 1,033 
（Web含む） 

27.8％ 

（令和４年２月２日時点） 
 
（参考 平成 23年度及び平成28年度アンケート調査回収状況） 

年度 配布数 回収数 回収率 

H28 3,968 1,204 30.3％ 

H23 3,128 1,051 33.6％ 
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３）調査項目 

今年度のアンケート調査項目を検討する上で参考にした、平成28年度アンケート調査に
おける設問は以下の通りである。なお、設問内容については、宜野湾市軍用地等地主会の正
副会長及び事務局長、評議員、監事からの意見、若手の会から意見を伺い、決定した。 
 

設問項目 今回の調査において 
把握する項目 

属
性 

・年齢 
・現在の居住形態 
・土地（軍用地）の所有面積 

・年齢 
・居住地（市内、県内、県外） 
・現在の居住形態 
・軍用地の所在する字 
・土地（軍用地）の所有面積 

現
時
点
で
の
土
地

活
用
意
向 

・土地活用意向と面積割合に対する意向 ・土地活用意向と面積割合に対する
意向 
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４）調査結果 

集計結果についての注記 

・割合（パーセンテージ）を示すグラフでは、端数処理を行い小数点第1位まで表示して
いる。そのため、表示している各割合の合計が100％にならない表・グラフがある。 

・各グラフは、その表現目的により、「無回答」カテゴリを省いたり、複数のカテゴリをま
とめたりしている。そのため、同設問・同カテゴリであっても、その割合やサンプル数
が異なる場合がある。 

 

①回答者の年齢（設問１） 

 
 
 
 
 
 
■年齢の単純集計（N=1033） 

選択肢 回答数 構成比

20 歳未満 31 3.0%

20 歳代 3 0.3%

30 歳代 41 4.0% 

40 歳代 105 10.2% 

50 歳代 173 16.7% 

60 歳代 239 23.1% 

70 歳代 225 21.8% 

80 歳代 123 11.9% 

90 歳代 25 2.4% 

無回答 68 6.6% 

合計 1,033 100.0% 

 

【集計結果】 
・今回のアンケート調査では、「60歳代」（23.1％）の回答が最も多く、次いで「70歳代」
（21.8％）、「50歳代」（16.7％）となっており、「40歳代」以上が全体の80％以上を
占めていた。また、webによる回答者については、「40歳代」が 45件、「50歳代」が
46件と多く、「20歳代」のweb回答は1件、「30歳代」は 15件であった。

問．あなたの年齢について、該当する番号を次の中から１つお答えください。 

①20歳未満 ②20歳代 ③30歳代 ④40歳代 ⑤50歳代 ⑥60歳代 

⑦70歳代  ⑧80歳代 ⑨90歳以上 

20歳未満

3.0%

20歳代

0.3%

30歳代

4.0%

40歳代

10.2%

50歳代

16.7%

60歳代

23.1%

70歳代

21.8%

80歳代

11.9%

90歳代

2.4%

無回答

6.6%
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（参考）調査時期別の回答者年齢構成比 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【集計結果】 
・今回のアンケート調査では、60歳代までの回答が少なく、70歳代以上の回答者の割合
が増えており、地権者の高齢化が見受けられる。また、「無回答」の割合が 6.6％と多い
結果であった。 
 
 
  

0.2%

3.0%

2.0%

0.3%

5.2%

4.0%

10.9%

10.2%

17.4%

16.7%

32.4%

23.1%

18.7%

21.8%

11.2%

11.9%

1.5%

2.4%

0.5%

6.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H28

(N=1204)

R3

(N=1033)

20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳代 90歳代 無回答
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②現在の居住地（設問２） 

 

 

 
■現在の居住地の単純集計（N=1033） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【集計結果】 
・約半数が「宜野湾市内」居住（52.5％）であり、「宜野湾市外（沖縄県内）」も含めると、
沖縄県内の居住が8割超であった。 

  

選択肢 回答数 構成比

宜野湾市内 542 52.5%

宜野湾市外 

(沖縄県内) 
320 31.0%

沖縄県外 81 7.8%

無回答 90 8.7%

合計 1,033 100.0%

問．あなたの現在のお住まいについて、該当する番号を次の中から１つお答えください。

①宜野湾市内   ②宜野湾市外（沖縄県内）   ③沖縄県外 

宜野湾市内

52.5%
宜野湾市外

31.0%

沖縄県外

7.8%

無回答

8.7%
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③現在の居住形態（設問３） 

 

 

 

 

 

 

 
■現在の居住形態の単純集計（N=1033） 

選択肢 回答数 構成比

自分の土地に建物を建てて

住んでいる（自己所有） 
601 58.2%

借りた土地に建物を建てて住

んでいる（借地） 
70 6.8%

分譲マンションを購入して住

んでいる 
58 5.6%

部屋を借りて住んでいる（賃

貸戸建て、賃貸アパートなど） 
117 11.3%

その他（家族が所有している

など） 
156 15.1%

無回答 31 3.0%

合計 1,027 100.0%

 

【集計結果】 
・「自分の土地に建物を建てて住んでいる（自己所有）」（58.2％）が最も多く、次いで「そ
の他（家族所有など）」（15.1％）、「賃貸戸建て・賃貸アパートなど」（11.3％）であっ
た。 
  

問．あなたの現在のお住まいについて、該当する番号を次の中から１つお答えください。

①自分の土地に建物を建てて住んでいる。（自己所有） 

②借りた土地に建物を建てて住んでいる。（借地） 

③分譲マンションを購入して住んでいる。 

④建物や部屋を借りて住んでいる。（賃貸戸建て・賃貸アパートなど） 

⑤その他（家族所有しているなど） 

自己所有

58.2%

借地

6.8%

分譲購入

5.6%

賃貸

11.3%

その他（家族所

有など）

15.1%

無回答

3.0%
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④軍用地の所在する字（設問４） 

 
 
 
 
 
 

※複数回答 
 
■軍用地の所在する字の単純集計（N=1256） 

選択肢 回答数 構成比 

宜野湾 227 18.1%

大山 230 18.3%

神山 140 11.1%

中原 106 8.4%

新城 90 7.2%

上原 76 6.1%

佐真下 55 4.4%

喜友名 86 6.8%

大謝名 52 4.1% 

野嵩 57 4.5% 

赤道 46 3.7% 

伊佐 27 2.1% 

真志喜 12 1.0% 

普天間 19 1.5% 

わからない 27 2.1% 

無回答 6 0.5% 

合計 1,256 100.0% 

 
  

問．あなたがお持ちの軍用地（普天間飛行場）の所在する字について、該当する番号を次
の中から全てお答えください。 

①宜野湾   ②大山   ③神山   ④中原   ⑤新城   ⑥上原 

⑦佐真下   ⑧喜友名  ⑨大謝名  ⑩野嵩   ⑪赤道   ⑫伊佐 

⑬真志喜   ⑭普天間  ⑮わからない 

宜野湾

18.1%

大山

18.3%

神山

11.1%中原

8.4%

新城

7.2%

上原

6.1%

佐真下

4.4%

喜友名

6.8%

大謝名

4.1%

野嵩

4.5%

赤道

3.7%

伊佐

2.1%

真志喜

1.0%

普天間

1.5%
わからない

2.1%
無回答

0.5%
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⑤所有する軍用地面積について（設問５） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■所有する軍用地面積の単純集計（N=1033） 

選択肢 回答数 構成比

200 ㎡未満 128 12.4%

200 ㎡～500 ㎡未満 305 29.5%

500 ㎡～1,000 ㎡未満 246 23.8%

1,000 ㎡～2,000 ㎡未満 152 14.7%

2,000 ㎡～3,000 ㎡未満 59 5.7%

3,000 ㎡～5,000 ㎡未満 47 4.5%

5,000 ㎡以上 31 3.0% 

わからない 52 5.0% 

無回答 13 1.3% 

合計 1,033 100.0% 

 

【集計結果】 
・「200㎡～500㎡未満」（29.5％）が最も多く、次いで「500㎡～1000㎡未満」（23.8％）、
「1000㎡～2000㎡未満」（14.7％）であり、200㎡から 1000㎡で全体の50％超を
占めていた。 

  

問．あなたがお持ちの軍用地（普天間飛行場）の合計面積（広さ）について、該当する番
号を次の中から１つお答えください。複数筆ある場合、その合計面積をお答えくださ
い。 

①200㎡(約 60坪)未満 ②200㎡～500㎡(約 150坪)未満 

③500㎡～1,000㎡(約 300坪)未満 ④1,000 ㎡～2,000 ㎡(約 600坪)未満 

⑤2,000㎡～3,000㎡(約900坪)未満 ⑥3,000 ㎡～5,000 ㎡(約 1,500 坪)未満

⑦5,000 ㎡(約 1,500 坪)以上 ⑧分からない 

200㎡未満

12.4%

200㎡～500

㎡未満

29.5%

500㎡～

1000㎡未満

23.8%

1000㎡～

2000㎡未満

14.7%

2000㎡

～3000

㎡未満

5.7%

3000㎡～

5000㎡未満

4.5%

5000㎡以上

3.0%

わからない

5.0% 無回答

1.3%
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■調査時期別に見た、所有する軍用地面積の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注）調査時期により選択肢の表現方法が若干異なるため、「1,000㎡以上 2,000 ㎡未満」と
「2,000 ㎡以上3,000㎡未満」を１つにまとめて集計を行った。 

  また、H15年度は「分からない」「無回答」の回答数不明のため、表示していない。 

 

【集計結果】 
・H28年度実施時点と比較すると、500㎡未満の割合が増えており、500㎡～1,000㎡
未満の割合が減っている。要因としては、売買や相続による地権者の増加に伴う土地の
小口化が考えられる。 
・逆に、1,000㎡以上の土地所有者の割合は殆ど変動がみられない結果であった。 

 
 

  

12.4%

9.6%

9.5%

29.5%

30.2%

21.5%

23.8%

26.9%

22.9%

20.4%

20.3%

29.9%

4.5%

4.2%

8.6%

3.0%

3.2%

7.6%

5.0%

4.3%

1.3%

1.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R3

（N=1033）

H28

（N=1137）

H15

（N=1249）

200 ㎡未満 200 ㎡～ 
500 ㎡未満 

500 ㎡～ 
1,000 ㎡未満 

1,000 ㎡～ 
3,000 ㎡未満 

3,000 ㎡～ 
5,000 ㎡未満 

5,000 ㎡ 
以上 

分からない 無回答 



24 

 

⑥土地活用意向について（設問６） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※複数回答 
■土地活用意向の単純集計（N=3140） 

選択肢 回答数 構成比

自分または家族

の住宅、店舗と

して使う 

645 62.4%

自分で貸す 486 47.0%

他の地主と共同

で企業等に土地

を貸す 

497 48.1% 

県・市への売却

を希望する 
471 45.6% 

民間企業への売

却を希望する 
420 40.7% 

わからない、また

は考えていない 
621 60.1% 

合計 3,140  

※選択肢全てを無回答とされた方はいなかった。 
※構成比＝回答数/回答者数（1,033件） 

 

【集計結果】 
・「自分または家族の住宅、店舗として使う」（62.4％）の回答が最も多く、次いで「わか
らない、または考えていない」（60.1％）、「他の地主と共同で企業等に土地を貸す」
（48.1％）と「自分で貸す」（47.0％）がほぼ同程度の割合であった。 
・現時点においては返還時期が見えないこともあり、考えを保留する方が多く見られた。 
  

問．あなたはお持ちの軍用地（普天間飛行場）を今後どのように使いたいですか。あな
たが考える土地の使い方にあてはまるもの全てと、その割合に○をつけてください。
【自分で使う】 
①自分または家族の住宅、店舗として使う。 

【貸して収益を得る】 
②自分で貸す。 
③他の地主と共同で企業等に土地を貸す。 

【売る】 
④県・市への売却を希望する。 
⑤民間企業への売却を希望する。 

【未定】 
⑥わからない、または考えていない。 
 
面積の割合：全部  半分  未定

62.4%

47.0%

48.1%

45.6%

40.7%

60.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

自分または家族の住宅、店舗とし

て使う

自分で貸す

他の地主と共同で企業等に土地

を貸す

県・市への売却を希望する

民間企業への売却を希望する

わからない、または考えていない
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■調査時期別に見た年齢別土地活用意向の推移 
【今回】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【平成 28年度時点】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【集計結果】 
・前回（H28年度時点）と比較して、「売る」と回答された方の割合が全体的に多くみら
れ、「自分で使う」割合が減っている。特に 60歳代と 70歳代について、「自分で使う」
割合が減っている。  

23.7%

23.1%

17.9%

18.8%

20.7%

21.0%

20.8%

22.4%

19.4%

27.6%

30.8%

31.4%

34.8%

33.3%

30.7%

29.2%

29.8%

28.4%

26.3%

30.8%

28.6%

30.6%

28.1%

28.9%

27.1%

27.1%

22.4%

22.4%

15.4%

22.1%

15.8%

17.9%

19.5%

22.9%

20.7%

29.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳未満

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳代

90歳代

自分で使う 貸す 売る 未定 

14.3%

18.8%

16.8%

28.3%

21.8%

25.8%

24.3%

21.3%

29.2%

42.9%

33.3%

38.1%

31.2%

33.3%

28.1%

29.7%

29.3%

20.8%

28.6%

33.3%

25.2%

17.7%

24.6%

24.3%

24.3%

24.7%

16.7%

14.3%

14.6%

20.0%

22.8%

20.2%

21.7%

21.7%

24.7%

33.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳未満

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳代

90歳代

自分で使う 貸す 売る 未定 
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■調査時期別に見た居住形態別土地活用意向の推移 
【今回】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【平成 28年度時点】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【集計結果】 
・居住形態の種別に関わらず、土地活用が「未定」の割合が減っていた。 
・「自己所有」と「賃貸」の方に関しては、「自分で使う」割合が減少傾向にあった。 

 
 
  

20.4%

23.2%

24.1%

18.4%

19.7%

31.6%

28.8%

31.0%

32.6%

30.7%

28.2%

28.3%

26.6%

28.1%

30.1%

19.8%

19.7%

18.4%

20.9%

19.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自己所有

借地

分譲購入

賃貸

その他

（家族所有など）

24.0%

27.3%

21.9%

24.5%

21.1%

32.3%

26.1%

28.9%

28.6%

25.5%

23.3%

26.1%

27.2%

25.3%

22.3%

20.4%

20.5%

21.9%

21.6%

31.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自己所有

借地

分譲購入

賃貸

その他

（家族所有など）

自分で使う 貸す 売る 未定 

自分で使う 貸す 売る 未定 
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■調査時期別に見た所有面積別土地活用意向の推移 
【今回】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【平成 28年度時点】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【集計結果】 
・3,000 ㎡～5,000 ㎡未満の方については、「貸す」割合が増えていた。直近のアワセゴ
ルフ場地区（ライカム地区）での土地の共同利用がみられることから、地権者の土地を
貸したい意向が一部現れたのではないかと推察される。また、全体的に「未定」の回答
割合が減少傾向にある。 

 
 

 

28.0%

36.8%

33.1%

24.4%

46.2%
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30.0%

22.7%

28.0%
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5000㎡以上

わからない

自分で使う 貸す 売る 未定 
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5000㎡以上

自分で使う 貸す 売る 未定 
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５）アンケート総括 

アンケートの全体回収率は 27.8％であり、督促状を送付していないとはいえ、過去のア
ンケート（平成15年度：70％、平成 23年度：33.6％、平成28年度：30.3％）と比較し
て低い結果であった。しかしながら、今回は紙面に加えwebフォームによる回答が162件
であったことから、地権者意向の把握のしやすさという面において一定の効果が得られたも
のと考える。 
回答者の年齢について、今回のアンケートでは 70 歳代以上が全て増加傾向にあり、60

歳代以下の回答構成比はほぼ全て減っている傾向にあったことから、地権者の高齢化が進ん
でいることが見受けられる。 
所有する軍用地面積について、前回アンケート調査結果と比較すると、500 ㎡～1,000

㎡未満の割合が減り、500㎡未満の割合が増えていた。要因として、土地の売買や相続によ
る地権者の増加に伴う土地の小口化が考えられる。 
現時点における土地活用意向について、世代別では 60歳代と 70歳代について「自分で

使う」割合が特に減っており、居住形態別では、その種別に関わらず土地活用が「未定」の
割合が減っていた。 
また、面積別では、3,000 ㎡～5,000 ㎡未満の方について「貸す」割合が増えていた。 
地権者としての土地活用事例として、直近のアワセゴルフ場地区（ライカム地区）での土

地の共同利用がみられることから、地権者の土地活用に対する考えが、「未定」から「貸す」、
「売る」に少しずつシフトしてきていることが調査時期別の比較結果から見受けられる。 
地権者の意向を十分に把握した跡地利用計画の実現を目指していくためには、今後も定期

的に土地活用意向調査を実施してより多くの地権者意向を把握し、必要な部分は跡地利用計
画に反映することが重要である。 
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６）配布資料 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図：アンケート調査票（1/2）  
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図：アンケート調査票（2/2）  
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図 回答ハガキ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図：保護シール  
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７）取組み成果と今後の課題 

【取組み成果】 

●webを活用した地権者意見の収集 
・今回の意向把握を行うにあたり、紙面に加えwebフォームによる回答の受け付けを行
ったところ162件のweb回答であったことから、地権者意向の把握のしやすさという
面において一定の効果が得られた。 

●回答数について 
・今回の全体回答数は1,033 件（回収率27.8％）であり、アンケートの有効性としては
確保できた。 
 

【今後の課題】 

●より多くの地権者意向の把握 
・前回（H28年度）実施の意向調査では回収率が30.3％であり、今回は督促状を送付し
ていないとはいえ、実施回数を重ねるごとに回収率が減少している傾向にある。要因と
しては、返還時期が明確になっていないことから「まだ先の話」と考えている地権者が
一定数存在することが理由として１つあるものと考えられる。 
今後、跡地利用計画の検討が具体化する中で地権者の意向はより重要性が増していくこ
ととなる。今回、webによる回答を併用したことで回収率は一定数上がったものと考
えられるが、地権者の意向を十分に把握した跡地利用計画の実現を目指していくために
は、より多くの地権者意向を把握し、跡地利用計画に反映すべき部分は反映していく必
要がある。 
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（３）地権者支援情報誌「ふるさと」の作成・発行 

１）取組み概要 

跡地利用に関する行政側の情報や若手の会の活動等に関する情報の提供を目的として、地
権者支援情報誌「ふるさと」を作成し、発行した。 
また、地主会未加入者も含めて、土地活用意向に関するアンケート調査実施の周知及び結

果概要の報告、まちづくり座談会の概要報告等を行った。 
なお、ふるさと第 53 号については、「跡地利用計画策定に向けた取組」及び「若手の会

の検討内容」について取りまとめた資料を同封し、全地権者に対して周知を図った。 
 

２）情報発信の内容 

回 数 発送時期 主な掲載内容 

第53号 令和 3年 12月 

○告知事項 
・土地活用意向に関するアンケート調査実施のお知
らせ 

〇報告事項 
・跡地利用計画策定に向けた取組、若手の会の検討
内容に関する資料の周知 

・まちづくり座談会（第１回、第２回）の概要報告
・跡地開発事例（西普天間住宅地区跡地）の紹介 

第 54号 令和 4年 3月 

○報告事項 
・土地活用意向調査結果の概要報告 
・若手の会の検討結果報告 
・まちづくり座談会（第３回）の概要報告 

 
３）取組み成果と今後の課題 

【取組み成果】 

●跡地利用に関する情報発信について 
・全地権者に対して跡地利用に関する行政・若手の会の取組みについての情報を発信
する事ができた。 
 

【今後の課題】 

●見やすさ及び分かりやすさの工夫について 
・新型コロナウイルス感染症対策として、今年度も地権者との直接対話の場は設け
なかったため、跡地利用に関する行政・若手の会の取組み内容を周知するツールと
しての「ふるさと」の役割は非常に重要であった。そのため、紙面の見やすさ、分
かりやすさについては更なる工夫を凝らし、より多くの地権者に見ていただけるよ
う努める必要がある。  
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図：地権者支援情報誌「ふるさと」Vol.53(表面)
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図：地権者支援情報誌「ふるさと」Vol.53(中面)
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図：地権者支援情報誌「ふるさと」Vol.54(表面)
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図：地権者支援情報誌「ふるさと」Vol.54(中面)


